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平成３０年富士見町教育委員会１０月定例会 議事録 

 

日 時  平成３０年１０月１０日（水） 午後１時３０分～午後３時２０分 

場 所  役場２階 教育長応接室 

出席者  教育長  脇坂隆夫 

教育委員 鈴木清 伊藤成八 吉川満美 小林俊一 

子ども課長（植松高光） 社会体育係長（小林宏充） 

総務学校教育係長（小池美咲） 

記録者（矢崎絵里香） 

１．開  会 

〈脇坂教育長〉 

  皆様お集まりいただきありがとうございます。平成３０年度１０月の定例教育委員

会を始めます。よろしくお願いします。 

２．議事日程の報告 

〈総務学校教育係長〉 

 ・本日の議事日程は次第のとおりです。 

３．付議事項 

[１]議決事項  

（１）富士見町が設置する学校に係る部活動の方針について 

 ・国と県のガイドラインに沿って、町においても方針を定めたい。 

  富士見中においても活動方針を定めているので、そちらとの調整は取れている。 

  （休養日の設定、活動時間等） 

 ・部活動と社会体育活動の一本化については、まだ課題が多いので富士見中としても 

  もう少し検討していかないと決まらない。 

 ・今後、部活動指導員の活用はできるか。→このような人材を探すのが難しいと思う。 

 

   → 方針は全員一致で可決。 

 （ただし、今年 10月に県教委方針も見直される予定のため、来年 4月頃には当町の 

  方針もまた見直しが必要になる。） 

 

 [２]報告事項 

（１）教育長より 

 ①市町村教育委員会連絡会（10月）報告 

・非違行為根絶について 

・学校内での怪我が多い（県内） 

・特別支援学級（自情障）について →県内、増加傾向にある。 

・夏休みのあり方検討委員会を 10月、11月に行い、県教委としての方向性を決定する 

 予定。当町では現在の登校日数をできれば減らしたくない。（時数管理が大変。） 

 行事をどうするか、何を重点にするかを考えていかなければならない。 

 夏休みを増やすと、児童クラブや部活動の受け皿を考えないといけない。 

（児童クラブのあり方、支援員の負担） 

・今後の県や諏訪地域の状況を注視しながら検討していく。 
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（２）子ども課より 

〈植松子ども課長〉 

①コミュニティ・スクール進捗状況報告 

・地域の関与できている。伊藤Ｃｏ．精力的に活動してくれている 

②南諏校長会報告 

・通学路合同点検について（防犯カメラを各小学校区 7台ずつ計上。） 

・来年度外国語活動授業時数について 

・中学校進学関係について 

③園長会報告 

・会計年度任用職員制度について（町臨時保育士） 

・入園申込みについて 

 

 ④その他（事業進捗状況） 

・保育園整備検討委員会発足時期の検討について 

 

 （３）生涯学習課より 

〈小林社会体育係長〉 

① 諸事業について 

 ・ＮＺ生徒受入れについて（9/30～10/4） 無事に終了した。 

 ・ゆめひろばの利用状況（7月ＯＰＥＮから 9月まで） 

 

［３］検討事項 

 （１）働き方改革について 

 ・近隣市町村の状況について 

①留守番電話対応 

・原村と岡谷考えている。役場へかけ直してもらうか、転送されるようにするか。 

・モデルでやったところは、あまり問題はないという回答。直接、担任の先生の携帯へ 

 かけているケースが潜在的にあることも考えられる。 

②出退勤管理 

・岡谷市、下諏訪町、茅野市は導入済み。タイムカードやパソコンの電源入切により 

 管理。当町についても導入を考える。 

③完全閉庁日 

・原村は入れる。その他は検討中。（冬休み） 

④学校敷地内全面禁煙 

・富士見町以外は実施済み。当町も実施する。 

 

［４］その他 

〈植松子ども課長〉 

・台風（21号、24号）の各学校、保育園の対応、課題。 

 保育園の連絡網をもっと速やかにできるか。 

 防災教育の機会にできた。 
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〈総務学校教育係長〉 

・１０月から１２月の行事予定。 

 

＊次回定例教育委員会 １１月１４日（水）午前９時３０分から  

教育長応接室にて 

  

 

終了 午後３時２０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  


